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 過日の第１回授業参観に多くの皆様にご来校いただきあり

がとうございました。感染予防の対策をしているとはい

え、不安な中での教育活動ですが、元気に集中して学ぶ子

どもたちの姿を見ていただけたことに感謝申し上げます。

懇談会では、子どもたちの家庭での生活についても情報交

換をしていただいたようです。特に、自宅学習期間中のゲ

ームやインターネットサイトを長時間にわたって見てい

る子どもたちの問題が出ていました。 

 ５月の県小学校長会生徒指導調査における都路小学校

の調査結果を見ると、平日でも２時間以上の利用と回答する児童が多く見られます。これでは帰宅

してからの家庭学習時間をとれないのでは？と危惧しています。 

昨年もお知らせしたように、脳に強い刺激を受け続けることは子どもの脳の発達に良い影響はな

いことが研究から分かっています。読書や家族との会話、社会や自然の不思議さの追究など身の回

りにたくさんある「面

白い」ことに気づいて

ほしいものです。 

今月末には個別懇

談を予定しています。

お子様の学習や生活

について共に考える時間と貴重な機会としたいと思います。 

なお、個別懇談期間（７／２８（火）～３１（金））はスクールバスが１４時３０分のみとなります。 

今年度の夏季休業中の授業日のうち８月は、暑さが予想されることから次のように授業時間を変

更します。午後に時間ができますので、課題や理科自由研究などに取り組んでくれることを期待し

ています。給食が通常より１５分あとになります。家庭での朝食は、しっかりと摂らせてください。 

１ 授業時間を変更する日（※） 

日 月 火 水 木 金 土 

８／２ ※   ３ ※   ４ ※   ５ ※   ６ ※   ７ 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 ※  １８ ※  １９ ※  ２０ ※  ２１ 22 

２ 変更する授業時程 

 〇登校   ８時００分   ※これまでも児童は８時前に登校していますので、通常と変わりません。 

〇１校時  ８時１０分～ （授業準備は通常と同じ５分）（業間の休み時間１０時３５分～１０時５０分）  

 ５校時  ～１２時２５分  

 〇給食       １２時２５分～１３時１０分 

 〇昼休み      １３時１０分～１３時５５分 

 〇清掃・帰りの会  １３時５５分～１４時０５分  ※スクールバス１４時１０分のみ 

都 路 

※都路っ子の活動をほぼ毎日更新中！ 

都路小HP  R２.７.１３現在 

訪問者 1８３,１０５人 

アドレス  都路小 検索 



 

７月８日（水）に、文化庁事業による能楽囃子方の公演を開催し

ました。遠く京都から６名をお迎えし、聴くだけではなく、体験す

る能楽囃子を楽しみました。ひな人形でおなじみの５人囃子が

使っている和楽器演奏。楽器それぞれの説明や音色を聴かせて

もらいました。 

 体育館に和楽器の笛や鼓の音色が響き渡ります。子どもたち

は鑑賞すること以外にも、奏者の間

の取り方や気合いの入れ方なども

体験しながら、貴重な鑑賞ができま

した。目をつぶって間を感じながら

小鼓をうつ真似をしたり，手拍子を

したりと、次第に間の取り方を感じ

ながら手拍子を打てるようになりま

した。 

 ６年生は、先月にワークショップを

行ったので、作法や演奏など間の取

り方も上手でした。６年生の小鼓に合

わせて１～５年生は手拍子で応援演

奏です。 

最後に全員で正座をして「ありがとうございました。」の

作法で鑑賞教室が終わりました。 

 日頃聴くことができない楽器の音色や曲を鑑賞できた

貴重な機会でした。６年生、演奏してくれありがとう！ 

 

 

 子どもたちが被害に遭う事件が発生しています。福島市では、二日連続で小学生女児に声かけ（連

れ去り未遂）事案があり、先日その容疑者が逮捕されたとの報道がありました。学校では毎年不審者対

応教室をこの時期に開催し、教員の対応を訓練すること、そして児童が一人でいる場合の声かけや連

れ去りに合わぬよう自分の命は自分で守るための訓練をしています。今回も「不審者役」は復興応援

隊から大島さんが引き受けてくれました。 

 昇降口で意味不明の言いがかりをつける不審

者に男性教員が対応します。その間に子どもた

ちは避難します。不審者の動きを確認しながらの

避難ですので、少し時間がかかります。その後、

体育館で不審者に出会ったときの対応を体験し

ました。 

 「おっきなクワガタ見ないか？」「鬼滅の刃のキャラク

ターあげるよ！」など、言葉巧みに子どもたちに声をか

けられても、「近づかない」、「大きな声で助けを呼ぶ」

「すかさず逃げる」ことが必要です。そして、大人に助け

てもらうことが大切です。 

 また、駐在さんの講話や最後の感想からも「自分の命は自分で守る」ことをしっかり学びました。 


